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由
宇

界

展

|望

明
清
時
代
の
奴
僕
を
め
ぐ

っ
て

西

村

か

ず

よ

中
園
史
上
、
古
代
よ
り
清
朝
末
期
(
宣
統
元
年
〉
ま
で
法
的
身
分
と
し
て

「
奴
稗
」
、
史
料
的
に
は
「
奴
稗
・
奴
僕

・
憧
僕
・
憧
奴

・
家
奴

・
家
人
」
等

々
の
語
句
で
表
現
さ
れ
る
枇
曾
日
閣
が
存
在
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
行
で
あ
る
。

明
代
に
は
数
十
人
か
ら
数
百
人
に
も
の
ぼ
る
多
数
の
奴
僕
が
富
豪
の
下
に
蓄
積

さ
れ
、
そ
れ
ら
が
吐
合
的
に
あ
る
程
度
の
構
造
的
比
重
を
持
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
、
特
に
明
末
清
初
期
に
底
い
地
域
で

「奴
襲
」
と
呼
び
習
わ
さ
れ
た
反
乱

を
起
し
た
故
に
、
研
究
者
の
関
心
を
引
い
た
。
こ
れ
ら
が
直
接
生
産
労
働
力
で

あ
る
と
す
る
な
ら
、
宋
代
以
後
後
展
す
る
地
主
・
佃
戸
の
生
産
関
係
と
は
ど
の

よ
う
に
閥
わ
る
か
、
叉
、
抗
租
に
現
わ
れ
る
佃
戸
間
閣
の
地
位
上
昇
と
「
奴
襲
」

は
如
何
に
関
連
す
る
か
、
或
い
は
郷
紳
制
と
の
閥
連
、
等
々
の
槻
貼
か
ら
従
来

底
々
言
及
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
祭
の
諸
成
果
が
数
々
の
問
題
に

刑
判
し
て
必
ず
し
も
全
面
的
解
答
を
輿
与
え
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
各
研
究
者
に
よ

っ
て
も
奴
僕
の
位
置
付
け
が
異
な
り
、
未
だ
統
一
的
把
鐘
が
達
成
さ
れ
て
い
な

い
。
奴
僕
の
問
題
は
、
明
清
枇
曾
経
済
の
基
幹
と
も
関
わ
り
重
要
で
あ
り
、
古

く
て
新
し
い
研
究
分
野
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
研
究
が
活
後
化
し
た
一

①
 

九
五

0
年
代
以
後
の
主
要
な
成
果
を
た
ど
り
、
残
さ
れ
た
問
題
鮎
を
指
摘
し
、

今
後
の
展
望
を
拓
き
た
い
と
思
う
。

先
ず
、
古
島
和
雄
氏
(
「
明
末
長
江
デ
ル
タ
に
於
け
る
地
主
経
営
|
沈
氏
投

書
の

一
考
察
|
」
『
歴
史
事
研
究
』
一
四
八
、
一
九
五

O
、
一
一
)
は
、
「
無
謀

な
仮
設
」
と
前
置
き
し
て
、
「
家
人
・

家
僕」

等
が
明
代
在
地
地
主
経
営
の
主

要
な
労
働
力
を
形
成
し
て
い
た
が
、
明
中
期
以
後
農
業
技
術
傍
系
の
集
約
化
と

奴
稗
的
労
働
力
の
低
生
産
性
か
ら
、
次
第
に
備
工
に
純
化
し
た
。

家
僕
は
具
盤

的
に
は
極
め
て
多
様
な
あ
り
方
を
持
っ
て
い
る
が
、
家
族
関
係
に
よ
っ
て
規
制

さ
れ
、
家
内
奴
隷
的
性
格
を
も
っ
(
同
書
一
四
J
一
五
頁
)
と
さ
れ
、
地
主
経

営
に
お
け
る
直
接
生
産
労
働
力
と
し
て
の
家
僕
の
存
在
を
漁
想
さ
れ
た
。

次
に
藤
井
宏
氏
「
新
安
商
人
の
研
究
会
ニ
〉
」

『
東
洋
息
一-報』

一一一六
|
三
、
一

九
五
三
、
二
一
)
は
新
安
商
人
の
全
図
的
な
商
業
経
営
内
で
、
『
太
曲
集
』
な

ど
で
は
竪
子
、

蒼
頭
、
家
丁
等
の
名
稽
で
現
わ
さ
れ
る
奴
隷
が
盛
ん
に
使
用
さ

れ
、
彼
ら
は
成
化
年
聞
か
ら
主
人
の
直
接
的
監
視
を
離
脱
し
、
経
営
上
の
自
主

性
を
か
な
り
弊
得
し
、
主
人
の
力
で
完
全
に
制
御
で
き
ぬ
程
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
明
末
清
初
期
の
奴
獲
に
つ
な
が
る
(
同
書
七
八
J
八
四
頁
)
と
さ
れ
、

徽
商
の
商
業
経
営
機
構
内
に
占
め
る
奴
僕
の
経
済
的
賞
力
と
激
量
的
比
率
へ
の

注
意
を
喚
起
さ
れ
た
(
同
書
八
三
頁
〉
。
氏
は
徽
商
世
僕
の
商
業
経
営
内
に
お

け
る
賓
力
の
高
ま
り
を
質
設
さ
れ
た
が
歴
史
的
範
腐
と
し
て
は
「
家
内
奴
隷
」

と
規
定
(
問
書
八
四
頁
)
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
「
奴
僕
」
理
'解に
、
地
主
経
営
内
に
お
け
る
直
接
生
産
労
働
力
と
、

商
業
活
動
に
お
け
る
経
営
参
加
者
と
の
二
つ
の
方
向
が
示
さ
れ
た
。
佐
伯
有
一

氏
〈
「
明
末
の
董
氏
の
後
|
所
謂

『
奴
鎚
』

の
性
格
に
関
連
し
て
|
」
『
東
洋

史
研
究
』
一
六
|
一
、
一
九
五
七
、
六
〉
は
『
奴
袋
』
に
関
す
る
従
来
の
研
究

史
を
整
理
(
同
書
二
六
J
二
九
頁
)
さ
れ
た
上
で
、
民
獲
を
通
し
て
奴
僕
の
あ

り
方
を
検
討
さ
れ
た
。

「
『
奴
僕
』
は
賞
時
の
枇
舎
に
お
い
て
、
支
配
層
た
る
地

主
・
高
利
貸
・
大
商
人
か
ら
、
直
接
生
産
者
農
民
・
工
人

・
小
商
人
、
そ
し
て
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純
粋
の
家
内
奴
隷
に
至
る
様
々
の
階
層
の
存
在
形
態
を
そ
の
内
賓
と
し
て
具
有

し
」
(
同
書
五
二
頁
)
「
『
豪
奴
』
の
如
き
は
、
た
と
い
彼
ら
が
主
観
的
に
は

『
奴
僕
』
身
分
に
抵
抗
を
感
じ
て
い
た
と
し
て
も
、
自
ら
が
内
賓
に
持
っ
て
い

る
地
主
・
高
利
貸
・
特
機
的
商
業
資
本
の
性
格
と
自
己
矛
盾
す
る
ほ
ど
の
行
動

に
踏
切
る
こ
と
は
一
般
的
に
は
期
待
し
得
な
い
」
「
一
方
下
層
の
『
奴
僕
』
は
、

む
し
ろ
『
奴
僕
』
身
分
を
有
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賞
質
的
に
は
『
奴

僕
』
下
層
と
同
様
の
存
在
形
態
に
あ
る
佃
農
・
手
工
業
職
人
・
小
商
人
た
ち
と

こ
そ
、
よ
り
共
通
の
利
害
を
持
つ
」
(
同
書
五
三
頁
)
「
奴
獲
」
と
は
、
首
時

「
奴
僕
」
身
分
に
あ
る
者
が
個
別
的
に
自
立
化
し
て
ゆ
く
結
果
爆
愛
す
る
も
の

で
は
な
く
、
直
接
生
産
者
層
た
る
農
民
・
手
工
業
職
人
等
々
が
「
奴
僕
」
身
分

に
あ
る
か
否
か
と
は
一
際
別
個
に
、
家
父
長
制
的
家
内
奴
隷
制
と
し
て
の
階
級

砂
存
在
形
態
か
ら
の
自
立
化
の
過
程
に
お
い
て
、
も
し
く
は
、
一
定
段
階
に
ま

で
自
立
化
し
た
彼
ら
が
更
に
濁
立
の
小
生
産
者
と
し
て
上
昇
し
よ
う
と
す
る
過

程
に
お
い
て
、
こ
れ
と
逆
行
す
る
官
紳
的
土
地
所
有
に
封
抗
的
な
闘
争
と
捉
え

る
べ
き
で
あ
る
(
同
書
五
四
頁
)
と
見
通
し
を
述
べ
ら
れ
た
。
佐
伯
氏
は
、
藤

井
氏
に
よ
っ
て
も
検
整
さ
れ
て
い
た
奴
僕
を
「
豪
奴
」
と
し
て
扱
い
、
「
奴
獲
」

の
参
加
者
と
し
て
は
「
豪
奴
」
よ
り
は
む
し
ろ
古
島
氏
の
殻
想
さ
れ
た
直
接
生

産
者
と
し
て
の
存
在
を
取
り
上
げ
、
奴
僕
の
多
様
な
あ
り
方
の
中
で
も
特
に
直

接
生
産
労
働
力
と
し
て
の
存
在
を
強
調
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
田
中
正
俊
氏
(
「
民
受
・
抗
租
奴
嬰
」
筑
摩
書
房
『
世
界
の

歴
史
日
』
所
枚
、
一
九
六
一
、
九
〉
は
、
奴
獲
を
「
奴
隷
た
ち
が
、
主
人
の
勢

力
を
か
き
に
着
て
一
般
に
横
暴
を
き
わ
め
た
り
、
あ
る
い
は
か
か
る
強
力
な
豪

奴
が
奮
主
を
害
し
、
新
し
い
主
人
に
投
舞
し
よ
う
と
し
て
事
件
を
お
こ
す
も

の
L

と
「
一
般
に
奴
隷
が
、
費
身
契
約
を
慶
棄
し
、
奴
隷
身
分
か
ら
解
放
さ
れ

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
起
ち
あ
が
る
、
本
来
的
・
階
級
的
な
奴
隷
反
乱
」
と
の

相
互
に
「
異
質
な
」
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
、
よ
り
自
立
性
の
強
い
傭
工

や
佃
戸
が
「
直
接
奴
獲
に
参
加
し
た
事
資
は
、
こ
れ
ら
佃
戸
・
傭
工
の
先
進
的

な
|
|
そ
れ
ゆ
え
基
本
的
な
1
|
闘
争
に
よ
っ
て
奴
建
か
導
か
れ
た
こ
と
を
意

味
す
る
」
(
同
書
六
回
J
六
六
頁
)
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
奴
獲
に
代
表
さ
れ
る

諸
闘
争
を
通
じ
て
も
、
奴
隷
制
的
身
分
秩
序
そ
の
も
の
が
廃
棄
さ
れ
得
な
か
っ

た
の
は
、
奴
僕
が
税
・
役
あ
る
い
は
地
主
や
商
業
H
高
利
貸
的
資
本
の
牧
奪
・

債
務
と
い
っ
た
支
配
H
H
牧
奪
健
制
に
よ
っ
て
不
断
に
再
生
産
さ
れ
る
か
ら
で
あ

り
、
「
権
力
支
配
に
便
乗
し
た
豪
奴
と
し
て
の
管
利
と
い
う
直
接
的
要
請
の
側

面
を
も
っ
以
上
、
奴
隷
一
般
は
そ
の
解
放
闘
宇
に
内
部
矛
盾
を
か
か
え
」
第
二

の
「
本
来
的
な
奴
隷
反
乱
」
は
「
穏
制
的
支
配
者
と
安
協
し
得
ざ
る
直
接
的
封

抗
関
係
に
あ
る
佃
戸
の
抗
租
翻
字
に
導
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な

る
」
(
同
書
六
九
頁
)
と
さ
れ
た
。
田
中
氏
は
「
奴
嬰
」
を
階
級
闘
争
と
し
て

扱
お
う
と
さ
れ
「
奴
僕
身
分
の
廃
棄
」
等
の
奴
療
に
現
わ
れ
た
革
新
的
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
、
佃
戸
や
傭
工
が
奴
獲
に
参
加
し
た
と
い
う
、
暴
動
時
の
現
象
面
を
高

く
評
償
さ
れ
、
た
と
え
ば
藤
井
氏
に
よ
っ
て
先
駆
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
奴
僕

の
「
寅
カ
の
高
ま
り
」
と
い
う
よ
う
な
奴
援
の
歴
史
的
前
提
篠
件
は
あ
ま
り
検

討
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
方
、
小
山
正
明
氏
(
「
明
末
清
初
の
大
土
地
所
有
(
一
〉
|
と
く
に
江
南
デ

ル
タ
地
帯
を
中
心
に
し
て
|」

『
史
撃
雑
誌
』
六
六
l
一
二
、
一
九
五
七
、
一

二
)
は
、
古
島
氏
の
設
定
を
受
け
絡
が
れ
、
明
代
手
作
地
主
経
営
に
お
け
る
直

径
地
で
奴
僕
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
史
料
的
に
検
謹
さ
れ
(
同
書
五
J
一

O
頁
一
)
奴
僕
は
、
主
家
の
姓
に
改
姓
せ
ら
れ
、
そ
の
生
殺
輿
奪
の
植
を
主
人
に

握
ら
れ
、
主
家
と
同
一
か
ま
た
は
郊
接
す
る
家
屋
に
居
住
さ
せ
ら
れ
、
主
家
の

家
計
内
に
お
い
て
給
養
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
強
固
な
家
父
長
的
支
配
の
下
に

隷
属
し
た
典
型
的
な
家
父
長
制
的
奴
隷
」
と
規
定
さ
れ
(
同
書
t

一一

J
一一一
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頁
、
一
方
手
作
地
以
外
の
所
有
地
の
労
働
力
は
佃
戸
で
あ
り
、
こ
れ
は
、

奴
僕

に
家
族
を
持
た
せ
、

一一
際
主
家
か
ら
獅
立
し
て
定
着
さ
せ
、
給
付
し
た
耕
地
の

牧
獲
高
の
約
半
分
の
佃
組
と
、
地
主
手
作
地
(
ま
た
は
他
の
所
有
地
)
の
無
償

耕
作
を
課
す
農
民
家
族
で
あ
る
。
彼
ら
は
自
己
の
手
元
に
残
る
収
獲
物
の
み
で

は
自
立
再
生
産
不
可
能
な
た
め
「
主
家
に
射
す
る
奴
殺
的
隷
腐
は
依
然
と
し
て

織
的
制
さ
れ
」
ま
た
耕
作
機
も
保
持
せ
ず
、
奴
僕
と
同
様
「
奴
殺
」
で
あ
る
。
以

上
の
よ
う
な
努
働
力
を
使
用
す
る
明
代
前
中
十
期
の
手
作
地
主
総
径
は

「
強
固
な

家
父
長
的
規
制
の
下
に
置
か
れ
た
奴
線
制
経
営
」
で
あ
る

(同
書
一一
六
J
二
七

頁〉

と
さ
れ
た
。
小
山
氏
は
、

明
代
の
佃
戸
・

奴
僕
を
す
べ

て一

様
に
家
父
長

的
規
制
下
の
奴
隷
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
奴
僕
の
具
慨
的
存
在
形
態
の一

部
が
賀
話
さ
れ
、
改
め
て
奴
僕
U

歴
史
的
箱
崎
と
し
て
の
「
奴
線
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
佐
伯
氏
は
奴
僕
麿
の

枇
曾
的
存
在
形
態
を
目
六億
的
に
州
判定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
小
山
氏
は

「
奴
鎚
」
を
分
析
針
象
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
雨
設
は
噛
み
合
わ
な
か

っ
た
が
、
加
附
衣
凌
氏
に
至
っ

て
、
奴
僕
と
佃
設
の
解
放
闘
容
を
直
接
的
に
結
合

さ
せ
る
努
力
が
な
さ
れ
た
。

侍
衣
凌
氏
(
「
明
清
之
際
的
『
奴
時
党
』
和
佃
農
解
放
運
動
」
『
明
消
農
村
枇
合

経
憐
』
所
牧
、
一
九
六
一
、
一
一
)
は
「
佃
殺
と
奴
僕
は
、
明
末
消
初
期
中
図

農
村
の
主
要
な
労
働
力
で
あ
る
」
「
地
主
層
の
商
業
・
高
利
貸
的
資
本
を
利
用

し
た
炭
民
へ
の
搾
取
」
は

「
農
村
の
封
建
関
係
を
強
め
、
佃
長
の
生
活
水
準
を

長
期
に
わ
た
っ
て
奴
隷
制
的
な
位
置
に
激
せ
し
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
情
況

は
、
縦
に
封
建
制
度
の
衰
退
段
階
の
明
消
時
代
に
あ
っ
て
、
農
民
が
切
買
に
封

建
的
束
縛
に
反
針
し
、
自
己
の
獅
立
経
済
を
設
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
と
は

正
に
相
抵
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
お
の
ず
と
…迎合
し
て
立
ち
上
り
、
行

動
を
共
に
し
て
封
建
地
主
に
反
射
す
る
激
烈
な
解
放
運
動
を
展
開
し
た
」
「
明

清
時
代
の
佃
農
と
奴
僕
は
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
共
に
殿
し
い
封
建
的
盤

迫
を
受
け、

質
質
上
で
は
、
共
に
野
蛍
な
中
世
的
農
奴
制
の
範
腐
の
内
に
腐
す

と
言
う
べ
き
で
あ
る。」

「特
に
陶
品
経
済
の
比
較
的
昨
日
展
し
た
江
南
と
沿
潟
地

域
で
は
、
奴
僕
は
山
M
業
生
産
に
参
加
す
る
の
み
な
ら
ず
、
商
工
業
活
動
に
も
従

事
し

・:
・
、
佃
践
に
比
し
て
市
場
と
の
閥
係
が
密
接
で
あ
り
、
彼
ら
の
覗
野
も

更
に
儲
く
な
り
、
こ
こ
で
奴
僕
の
解
放
要
求
が
遂
に

こ
の
時
代
の
一
つ
の
中
心

課
題
と
な
っ
た
。
」
(
同
書
九
三
頁
)
と
さ
れ
た
。
奴
後
と
佃
肢
の
解
放
運
動
の

地
域

・
闘
争
形
態

・
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
組
織
形
態
の
分
組
の
後
、
「
明
末
清
初
の

『
奴
綾
』

と
佃
農
解
放
運
動
は
、
起
義
の
た
び
に
失
敗
に
移
っ

た
が
、
世
禽
経

済
の
推
進
に
は
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
L

即
ち
、
封
建
的
統
治
に
打
撃

を
輿
え
、
清
代
乾
隆
・

嘉
鹿
年
間
の
経
済
的
繁
栄
を
出
現
さ
せ
る
推
進
力
の

一

つ
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
疑
正
五
年
の
賎
民
解
放
令
は
こ
の
闘
宇
糾

一
つ
の

直
接
的
成
果
と
い
え
る
(
問
書

一
四
九
J
一
五

O
頁
)
と
結
論
さ
れ
た
。

小
山
氏
が
佃
戸
の
数
民
的
側
面
を
取
り
上
げ
て
佃
戸
H
M
奴
僕
N
H
奴
隷
説
を
提

起
さ
れ
た
の
に
劉
し
て
、

油
開
氏
は
、
奴
僕
の
濁
立
的
側
面
、
即
ち
古
代
の
奴
殺

と
は
異
な
り
、
自
己
の
私
有
財
産
を
持
ち
、
地
主
は
彼
を
自
由
に
底
分
で
き
な

か
っ
た
鮎
を
以
っ

て
封
建
的
決
奴
と
規
定
さ
れ
わ
。
史
料
は
段
富
に
さ
れ
た
が

分
類
に
終
わ
り
、
奴
僕
と
佃
農
の
解
放
運
動
に
お
け
る
結
合
理
由
は
依
然
と
し

て
抽
象
的
で
あ
り
、
奴
僕
リ
封
建
的
農
奴
設
も
含
め
て
、
よ
り
紋
密
な
質
設
的

@
 

分
析
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
小
山
説
に
謝
し
て
は
綴
々
と
批
判
が
行
わ
れ
た
。
奴
僕
H
奴軸開

設
に
閥
し
て
は
、
安
野
省
三
氏
(
「
明
末
消
初
、
揚
子
江
中
流
域
の
大
土
地
所

有
に
脱
す
る
一

考
察
l
湖
北
漢
川
豚
、
粛
桑
来
の
場
合
を
中
心
と
し
て

l
」

『
東
洋
間
半
報
』
四
四

一
ニ
、
一
九
六

て
一
二
〉

は
、
湖
北
東
部
水
郷
地
帯
の

明
末
清
初
期
の
大
土
地
所
有
の
性
格
の
検
討
を
通
じ
て
、
佃
戸
は
「
封
建
農
民
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の
範
鴎
で
と
ら
う
べ
き
」
こ
と
(
同
書
六
九
頁
〉
、
明
末
に
至
る
ま
で
に
郷
紳

居
に
よ
る
大
土
地
所
有
が
一
般
的
に
成
立
し
た
こ
と
〈
同
書
八
一
一
良
)
を
論
じ

ら
れ
、
こ
の
事
例
に
現
わ
れ
る
奴
僕
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
購
買
に
よ
っ
て
主

家
に
定
着
し
、
軍
婚
家
族
を
形
成
し
、
牧
租
を
掘
嘗
す
る
紀
綱
の
僕
〈
同
書
七

一
J
七
二
頁
)
と
さ
れ
た
。

細
野
浩
二
氏
(
「
明
末
清
初
江
南
に
お
け
る
地
主
奴
僕
闘
係
|
家
訓
に
み
ら

れ
る
そ
の
新
展
開
を
め
ぐ
っ
て
|
」
『
東
洋
撃
報
』
五
O
|
三
、
一
九
六
七
、

二
一
〉
は
奴
僕
の
具
健
的
内
容
を
封
地
主
閥
係
の
下
に
お
い
て
検
討
す
る
た

め
、
家
訓
に
注
目
さ
れ
、
地
主
と
奴
僕
の
関
係
を
規
定
す
る
最
も
基
本
的
な
秩

序
鐙
系
は
「
主
僕
の
分
」
で
あ
る
が
、
明
末
清
初
期
に
は
地
主
の
「
閣
と
と
奴

僕
の
「
忠
信
」
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
相
資
相
養
」
の
経
済
的
身
分
関
係
が
出
現

し
て
奴
僕
が
か
な
り
経
済
的
自
立
を
達
成
し
、
ま
た
後
者
が
前
者
に
優
先
さ
え

し
て
く
る
形
勢
が
生
れ
、
封
地
主
関
係
に
お
け
る
奴
僕
の
地
位
上
昇
が
認
め
ら

れ
る
(
同
書
一
一

J
一
六
頁
)
と
さ
れ
た
。
更
に
「
奴
嬰」

に
関
し
て
は
、

「
相
資
相
養
」
関
係
と
逆
行
す
る
「
主
僕
の
分
」
を
強
調
し
た
支
配
位
制
に
針

す
る
抵
抗
(
同
書
二
四
頁
)
と
位
置
付
け
、
ま
た
「
明
末
清
初
に
お
け
る
佃
戸

制
批
曾
の
一
定
の
後
展
は
、
「
主
僕
の
分
」
の
否
定
と
「
相
資
相
養
」
の
強
化

・
設
展
の
側
面
に
お
い
て
許
償
出
来
る
と
考
え
ら
れ
、
明
末
清
初
の
奴
僕
の
身

分
的
上
昇
は
、
佃
戸
の
地
位
上
昇
と
切
り
離
し
て
は
理
解
で
き
な
い
」
(
同
書

三
三
頁
〉
と
さ
れ
た
。

奥
崎
裕
司
氏
(
「
明
代
に
お
け
る
地
主
の
思
想
の
一
考
察
|
新
酒
、
嘉
善
の

案
氏
の
家
を
中
心
に
|
」

『
東
洋
謬
報
』
五

一
ー
ー
二
、
一
九
六
八
、
九
)
は
、

実
氏
の
思
想
を
例
に
、
身
分
銅
闘
の
検
討
の
際
、
そ
の
家
訓
の
内
容
で
、
奴
僕
の

有
数
な
使
用
法
が
問
題
と
さ
れ
、
虐
使
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
の
は
、
家
僕

が
「
あ
ら
ゆ
る
黙
で
の
指
導
・
監
督
を
必
要
と
は
し
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を

背
景
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
(
同
書
三
九
J
四
四
頁
〉
と
さ
れ
、
奴

僕
の
地
主
か
ら
の
自
立
性
の
増
大
を
強
調
さ
れ
た
。

安
野
氏
は
一
事
例
の
検
詮
で
あ
り
、
細
野
・
奥
崎
爾
裁
は
抽
象
的
で
あ
り
、

小
山
設
の
傍
系
的
批
判
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も
、
奴
僕
理
解
の
方
向
に
は
手

懸
り
を
奥
え
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
重
田
徳
氏

(
「
郷
紳
支
配
の
成
立
と
構
造
」
岩
波
書
庖
『
世
界
歴
史

ロ
』
一
九
七
て
二
一
〉
は
「
郷
紳
支
配
」
の
枠
組
を
歴
史
的
範
鴫
と
し
て
鍛

え
、
「
賞
一
該
枇
合
構
成
を
ト
ー
タ
ル
に
把
握
す
る
健
制
的
概
念
」
と
な
す
こ
と

を
提
唱
さ
れ
〈
同
書
三
四
九
J
三
五
O
頁
)
郷
紳
支
配
の
構
造
の
鮎
か
ら
億
僕

に
言
及
さ
れ
た
。
「
奴
僕
の
一
部
が
直
接
農
業
生
産
努
働
力
で
あ
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
骨
国
時
決
し
て
大
農
経
営
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら

生
産
奴
隷
の
比
重
は
少
な
か
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
」
〈
同
書
三
六
九
頁
)
ず
、

従
来
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
「
紀
綱
の
僕
」
と
し
て
史
料
上
に
現
わ
れ
る
経
営

の
質
務
携
富
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
者
と
と
も
に
、
郷
紳
支
配
の
展
開
と

並
行
し
て
新
た
に
郷
紳
の
下
に
多
数
蓄
積
さ
れ
た
者
に
注
目
さ
れ
た
。
健
僕

は
、
王
朝
の
収
奪
に
基
く
農
民
層
分
解
の
一
錦
結
で
あ
り
、
「
こ
の
段
階
の
佳

僕
の
意
義
は
、
多
角
化
し
た
郷
紳
の
一
切
の
家
政
運
営
を
携
笛
す
る
経
営
ス
タ

ッ
フ
」
で
あ
り
、
ま
た
「
郷
紳
支
配
賞
現
の
た
め
の
直
接
的
暴
力
で
あ
っ
た
。
」

地
主
の
不
在
化
・
再
生
産
過
程
か
ら
の
腕
離
が
要
請
し
た
「
支
配
の
機
構
と
そ

の
た
め
の
強
力
」
(
同
書
三
六
九
J
一
一
一
七
一
一
貝
〉
と
意
義
付
け
ら
れ
た
。

重
田
氏
は
古
島
氏
以
来
強
調
さ
れ
て
き
た
直
接
生
産
者
で
は
な
く
、
佐
伯
氏

の
指
摘
さ
れ
た
「
紀
綱
の
僕
」
的
存
在
に
再
び
注
目
し
郷
紳
支
配
の
成
立
と
結

び
つ
け
ら
れ
た
。
奴
僕
を
古
き
物
の
残
存
と
し
て
把
え
る
の
で
は
な
く
、
明
清

時
代
固
有
の
歴
史
的
意
義
を
纏
う
者
と
し
て
理
解
さ
れ
る
黙
は
示
唆
に
富
む
。

小
山
氏
の
奴
僕
H
自
立
再
生
産
不
可
能
な
家
父
長
制
的
奴
隷
読
に
、
批
剣
は
あ
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る
と
は
い
え
健
系
的
反
論
が
な
さ
れ
ず
、
沈
滞
無
味
で
あ
っ
た
奴
僕
理
解
に
つ

い
て
、

重
田
氏
の
こ
の
設
定
は
耐
問
機
を
輿
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
生
産
奴

隷
の
比
重
は
少
な
か
っ
た
」
と
い
う
一
言
で
、
直
接
生
産
者
と
し
て
の
奴
僕
を

切
り
捨
て
ら
れ
、
小
山
設
と
は
す
れ
違
い
に
終
わ
っ
た
。

小
山
設
へ
の
批
判
は
、
森
正
夫
氏
に
よ
っ
て
再
開
さ
れ
た
。
森
氏
(
「
明
末

清
初
の
奴
僕
の
地
位
に
閥
す
る
鉱
業
日
l
1
小
山
正
明
の
所
論
の
一
検
討
|
」
「
海

南
史
皐
』
九
、
一
九
七
一
)
は
、
小
山
氏
が
、
奴
僕
家
族
は
自
立
再
生
産
不
可

能
で
、
主
家
に
針
す
る
奴
隷
的
柚
晴
嵐
が
綴
綴
す
る
こ
と
の
根
接
と
さ
れ
た
張
履

静
(
『
揚
圏
先
生
全
集
』
省
一
九
、
「
議
」
〉
の
「
授
田
額
」
の
記
事
に
つ
き
解

穆
論
容
を
行
わ
れ
た
。
森
氏
は
、
こ
の
記
事
を
「
手
作
部
分
を
持
つ
地
主
経
営

に
お
け
る
奴
鍵
後
の
奴
僕
の
地
位
の
愛
化
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
」
(
同
書

七
頁
〉
と
い
う
見
通
し
を
持
っ
て
解
緯
さ
れ
、

義
男
婦
は
、
地
主
に
封
す
る
無

償
耕
作
地
以
外
に
給
付
さ
れ
た
団
地
に
つ
い
て
は
佃
租
を
負
指
せ
ず
、
自
分
自

身
の
経
営
を
ま
が
り
な
り
に
も
持
っ
た
農
民
家
族
で
あ
り
、
主
人
に
劉
す
る
労

働
は
、
団
地
の
給
付
を
媒
介
と
し
、
一
定
面
積
の
無
償
耕
作
あ
る
い
は
他
の
役

使
と
定
量
化
さ
れ
、
ま
た
そ
の
内
容
が
匿
別
さ
れ
て
い
る
貼
よ
り
、
地
主
の
直

営
地
に
お
け
る
無
償
耕
作
H
H
労
働
地
代
の
搾
取
を
媒
介
と
し
た
、
封
建
的
性
格

の
強
い
生
産
関
係
を
持
ち
、
奴
隷
制
的
生
産
関
係
に
比
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
(
同
書
一
一
一
頁
〉
と
さ
れ
た
。

小
山
氏
は
今
ま
で
の
批
判
に
答
え
る
た
め
、
「
明
代
の
大
土
地
噌
と
奴
僕
」

(『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
六
一
一
冊
、
一
九
七
四
)
を
畿
表
さ
れ
、
「
明
代
位

舎
に
お
い
て
、
奴
僕
が
一
定
の
構
成
的
比
重
を
占
め
て
存
在
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
か
つ
奴
僕
が
被
支
配
身
分
で
あ
る
以
上
、
奴
僕
身
分
を
成
立
せ
し
め
て

い
た
基
礎
的
規
定
は
、
生
産
部
門
に
お
け
る
直
接
生
産
者
、
と
く
に
幾
業
部
門

に
お
け
る
そ
れ
の
存
在
形
態
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
(
同
書
七
七

1
七

八
頁
)
と
い
う
前
提
の
下
に
、
明
代
江
南
の
地
主
を
付
佃
作
に
出
す
部
分
と
と

も
に
比
較
的
限
ら
れ
た
数
の
雇
工
叉
は
奴
僕
に
よ
る
直
営
地
を
有
す
る
中
規
模

の
地
主
と
、
口
佃
作
地
の
他
に
多
数
の
奴
僕
を
有
す
る
最
も
有
力
な
地
主
、
の

二
類
型
に
分
け
、

奴
僕
は
、
前
者
で
は
一
庭
工
労
働
に
置
換
し
う
る
も
の
で
あ
る

の
に
射
し
て
、
後
者
で
は
、
主
家
に
よ
る
給
養
と
婚
姻
の
支
配
を
受
け
、
子
孫

に
至
る
ま
で
永
代
的
に
隷
腐
す
る
世
僕
で
あ
り
、
こ
れ
は
家
族
労
働
力
の
再
生

産
を
主
家
の
恒
常
的
給
養
に
依
存
し
、
身
柄
が
家
産
分
割
・
寅
買
の
針
象
と
な

る
こ
と
よ
り
、
家
父
長
制
的
な
奴
隷
の
範
鴎
で
把
え
る
べ
き
だ
(
同
書
一
一
一
一
一

J
一
二
三
頁
)
と
さ
れ
た
。

前
稿
に
お
い
て
佃
作
地
の
佃
戸
と
直
営
地
の
奴
僕
と
を
同
一
視
し
て
奴
隷
家

族
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
し
た
貼
を
自
己
批
列
さ
れ
(
同
書
二
二
頁
〉
、
第
二
類

型
の
大
土
地
所
有
下
の
奴
僕
を
封
象
に
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
奴
僕
H
H
奴
隷

説
に
は
獲
更
な
く
、
「
奴
僕
と
は
明
ら
か
に
身
分
的
に
異
る
佃
戸
」
の
問
題
を
、

再
び
硯
野
外
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
設
を
再
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
に
封
し
て
森
氏
〈
「
張
履
群
『
授
田
額
』
の
理
解
に
関
す
る
究
書
再

び
小
山
正
明
の
所
論
に
よ
せ
て
|
」
『
名
古
屋
大
皐
東
洋
史
研
究
報
告
』

3
、

一
九
七
五
)
が
再
批
剣
を
加
え
ら
れ
、
「
小
山
氏
の
義
男
婦
佃
租
負
掘
の
主

張
は
、
張
履
鮮
『
自
身
の
言
葉
を
き
い
て
み
』
る
こ
と
な
く
『
義
男
婦
家
族
は

主
家
の
給
養
な
く
し
て
は
再
生
産
不
可
能
で
あ
る
』
と
い
う
前
提
か
ら
出
議
し

て
『
授
田
額
』
の
記
事
を
外
側
か
ら
讃
み
込
ん
だ
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

(
同
書
一

O
五
頁
〉
と
疑
問
を
提
し
、
「
授
田
額
」
は
「
本
来
的
に
奴
僕
の
庭

遇
を
改
善
す
る
主
人
側
の
試
案
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
」
(
同
書
一

0
0

頁
〉
で
あ
り
、
田
地
の
給
付
は
、
義
男
婦
家
族
の
生
計
自
立
の
篠
件
附
輿
で
あ

り
、
主
人
に
よ
る
「
給
養
」
の
あ
り
方
の
襲
革
で
あ
る
(
同
書
一

O
七
J
一
O

八
頁
〉
と
さ
れ
た
。
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明
末
清
初
期
の
一
試
案
と
し
て
の
記
事
の
み
を
以
っ
て
、
奴
僕
の
範
鴎
規
定

を
行
う
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
が
、
張
履
鮮
の
意
幽
に
則
し
て
解
剖
押
し
よ
う
と

さ
れ
る
森
氏
の
史
料
理
解
方
法
は
事
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
明
代
、
特
に
明
末
清
初
期
を
中
心
と
し
た
奴
僕
に
閥
す
る
主
要
な
謬

設
を
紹
介
し
た
向
、
清
代
の
奴
僕
に
つ
い
て
は
妻
酬
が
少
く
、
宮
崎
市
定

・
佐

@
 

伯
富
氏
等
が
、
主
に
官
僚
制
に
則
し
て
燭
れ
て
お
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

635 

次
に
、
以
上
の
諸
説
を
倹
討
し
た
結
果
、
村
奴
僕
の
具
鰻
的
な
存
在
形
態
、

口
自
立
軍
純
再
生
産
可
能
な
奴
僕
の
形
成
過
程
、
国
奴
獲
の
解
棒
、
の
三
黙
を

今
後
の
課
題
と
し
て
指
摘
し
た
い
。

付
奴
僕
の
具
鰻
的
な
存
在
形
態
に
つ
い
て
。
奴
僕
の
多
様
な
存
在
形
態
は

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
存
在
の
賞
態
が
網
羅
的
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

佐
伯
有
一
氏
は
具
纏
例
を
示
さ
れ
た
が
主
僕
闘
係
の
あ
り
方
は
検
討
さ
れ
ず
、

小
山
氏
に
あ
っ
て
は
、
史
料
は
豊
富
に
引
用
さ
れ
た
が
、
奴
僕
労
働
内
に
お
け

る
直
接
生
産
労
働
、
佃
戸
を
含
め
た
全
生
産
関
係
内
に
お
け
る
奴
僕
に
よ
る
生

産
勢
働
の
、
量
的
、
質
的
比
重
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
直
接
生
産
者
と
し

て
の
奴
僕
の
存
在
形
態
が
、
奴
僕
身
分
の
基
礎
的
規
定
を
定
立
す
る
と
さ
れ

た
。
侍
衣
凌
氏
は
、
奴
僕
は
佃
戸
と
異
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
一
致
貼
も
あ
る
、

と
暖
味
で
あ
り
、
重
田
氏
は
生
産
労
働
力
と
し
て
の
奴
僕
を
切
り
捨
て
ら
れ

た。
明
代
に
は
大
地
主
、
そ
の
後
牢
期
に
は
郷
紳
地
主
、
清
代
に
は
官
僚
・
郷
紳

の
下
に
多
数
の
奴
僕
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
も
は
や
常
識
に
属
す
。
そ

@
 

も
そ
も
奴
僕
は
、
海
代
「
鐙
約
」
以
来

「
百
役
」
を
供
す
と
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
様
々
な
努
働
に
使
役
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
奴
僕
の
能
力
に
感
じ
た
仕
事
を

⑪
 

割
世間
て
ら
れ
、

分
業
の
可
能
性
も
有
し
て
い
た
。
努
働
内
容
が
様
々
な
ら
ば
、

そ
の
存
在
形
態
も
多
種
多
様
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
勢
働
力

を
、
身
分
的
に
は
統
一
的
に
「
奴
僕
」
と
し
て
把
握
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
奴

僕
の
「
中
核
的
身
分
規
定
」
は
、
奴
僕
が
服
す
る
百
役
の
性
格
、
及
び
多
様
な

存
在
形
態
の
あ
り
方
か
ら
舗
納
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
家
主
暦

の
奴
僕
支
配
の
根
嬢
も
、
百
役
の
内
容
を
す
べ
て
視
野
に
入
れ
た
上
で
検
討
す

べ
き
必
要
が
あ
ろ
う
。
古
島
氏
の
設
定
以
来
、
特
に
小
山
氏
の
奴
僕
の
身
分
的

中
核
は
直
接
生
産
者
の
存
在
形
態
を
基
礎
に
定
立
さ
れ
る
と
い
う
前
提
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
直
接
生
産
努
働
力
と
し
て
の
奴
僕
の
み
を
強
調
す
る
傾
向
が

あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
ま
ず
、
奴
僕
本
来
の
性
格
か
ら
し
て
直
接
生
産
労
働
は
、

重
刀
働
の
一
環
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。
⑫

小
山
氏
が
列
翠
さ
れ
た
多
く
の
事
例
が
語
る
よ
う
に
、
奴
僕
が
直
接
生
産
労

働
に
従
事
し
た
こ
と
は
事
賞
で
あ
る
。
し
か
し
小
山
氏
が
全
く
言
及
さ
れ
な
か

っ
た
と
こ
ろ
の
家
主
が
奴
僕
を
隷
属
さ
せ
る
根
援
は
、
果
た
し
て
直
接
生
産
労

働
力
の
確
保
の
み
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
う
か
。
家
主
層
の
奴
僕
支
配
と
、
直
接

生
産
労
働
と
の
関
係
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

明
代
に
は
史
料
上
「
佃
戸
併
と
「
佃
僕
」
の
混
用
は
多
く
、
「
佃
戸
」
を

「佃
僕
」
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
。

し
か
し
殿
密
に
言
え
ば
「
佃
」
は
地
主
と
の

小
作
閥
係
、
「
戸
」
は
戸
籍
の
「
戸
」
、
「
僕
」
は
家
主
と
の
身
分
開
係
を
示
す

と
考
え
ら
れ
、

多
数
の
史
料
の
傾
向
性
か
ら
言
え
ば
「
僕
」
あ
る
い
は
「
奴
」

の
文
字
の
つ
く
も
の
は
躍
な
る
「
佃
戸
」
よ
り
隷
属
性
が
強
い
印
象
を
受
け

る
。
と
こ
ろ
が
明
末
清
初
期
に
な
る
と
「
佃
戸
」
と
「
佃
僕
」
の
相
違
が
明
確

化
す
る
。
小
山
氏
が
佃
戸
H
奴
僕
H
H
奴
隷
裁
の
論
擦
に
翠
げ
ら
れ
た
史
料
の
多

⑬
 

く
が
、
こ
れ
を
逆
に
詮
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
「
佃
戸
」
を
「
佃

僕
」
と
同
様
に
扱
う
な
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
佃
戸
」
が

l

奴
僕
」
と
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
反
面
、
そ
れ
が
不
嘗
で
あ

今，
η'u 
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り
、
「
佃
戸
L

と
「
佃
僕
」
・
「
奴
僕
」
は
異
る
の
だ
と
い
う
祉
曾
規
範
、
奴
僕

と
は
異
る
佃
戸
像
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
も
物
語
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
の
「
佃
戸
」
と
「
佃
僕
」
の
相
違
勅
は
、
「
佃
租
」
の
額
外
過
徴
も
あ
る
が
、

む
し
ろ
戸
主
や
子
孫
の
役
使
、
移
帥
仰
の
禁
止
、
が
謀
せ
ら
れ
る
か
否
か
の
鮎
で

あ
る
。
こ
じ
で
小
山
・
森
論
字
の
的
に
な
っ
て
い
る
「
授
田
額
」
の
記
事
を
取

り
上
げ
よ
う
。

明
中
期
頃
ま
で
地
主
の
手
作
地
で
多
数
の
奴
僕
が
直
接
生
産
持
働
に
従
事
す

る
場
合
、

家
主
自
身
が
率
先
し
て
農
作
業
を
行
い
、
奴
僕
に
仕
事
を
剖
り
つ
け

る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
り
、
ま
た
地
主
が
親
耕
し
枕
い
場
合
に
は
奴
僕
に
細
か

な
指
示
を
輿
え
る
こ
と
が
家
訓
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
中
期
以

後
地
主
は
次
第
に
直
接
生
産
労
働
か
ら
遊
離
す
る
傾
向
に
あ
句
、
こ
の
よ
う
な

生
産
方
法
が
有
数
に
質
施
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
物
語
る
如
く
、
清
初
、
安

徽
の
張
英
は
「
良
佃
の
居
る
所
は
則
ち
荘
屋
整
い
、
田
闘
は
よ
く
稔
り
、
樹
木

も
よ
く
茂
り
、
こ
れ
は
皆
、
主
人
・
憧
僕
の
な
し
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

良

佃
は
自
力
で
こ
れ
を
な
し
、
劣
佃
は
何
事
に
つ
け
て
も
良
佃
と
反
封
で
あ
り
、

(
地
の
利
を
愛
し
、
財
産
を
維
持
す
る
た
め
に
は
)
荘
佃
を
擦
ぶ
こ
と
が
第

一

@
 

の
要
務
で
あ
る
」
と
述
べ
、
生
産
性
の
向
上
に
は
自
立
再
生
産
可
能
な
佃
戸

(
良
佃
〉
に
耕
作
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
有
数
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

@
 

張
履
一
昨
の
時
期
よ
り
少
し
遅
れ
る
が
、
紋
況
に
大
き
な
差
違
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
従
っ
て
小
山
氏
の
見
解
通
り
、
授
因
さ
れ
た
義
男
婦
が
自
立
再
生
産
不

可
能
な
奴
殺
で
あ
り
、
し
か
も
直
接
生
産
労
働
力
と
し
て
隷
廊
さ
せ
て
い
る
と

す
る
な
ら
、
張
履
鮮
の
試
案
は
生
産
性
の
向
上
を
目
指
さ
ず
、
嘗
時
の
情
勢
と

は
逆
行
す
る
不
敷
率
な
試
み
、
「
現
寅
離
れ
の
提
案
」
と
し
か
考
え
ら
れ
な
く

な
る
。
と
こ
ろ
が
、
森
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
張
履
鮮
は
、
義
男
婦
の

「
農
時
を
奪
わ
ず
」
と
生
産
性
の
向
上
を
め
ざ
し
、
叉
授
け
ら
れ
た
団
地
に
つ

い
て
「
衣
食
を
給
す
」
と
、
ま
た
六
十
歳
以
上
に
な
っ
て
も
給
付
地
を
返
還
し

な
い
場
合
「
自
ら
衣
食
す
」
と
註
し
て
お
り
、
現
貨
に
は
「
再
生
産
過
程
に
お

@
 

け
る
地
主
の
物
質
的
干
奥
」
を
受
け
る
と
し
て
も
、
給
付
団
地
か
ら
の
校
入
に

よ
っ
て
自
己
の

生
計
を
立
て
る
方
向
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

は
、
土
地
を
分
割
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
貼
に
定
着
さ
せ
、
「
ま
が
り
な
り

に
も
」
自
立
再
生
産
可
能
な
農
民
家
族
H
佃
戸
的
家
僕
を
つ
く
る
提
案
と
讃
ま

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
こ
そ
矛
盾
な
く
張
英
の
認
識
と
も

合
致
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
こ
で
家
主
が
な
お
か
つ
奴

僕
と
し
て
義
男
婦
を
支
配
す
る
理
由
は
何
廃
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
述
の
よ
う
に
「
佃
僕
」
と
「
佃
戸
」
を
異
る
存
在
と
し
て
把
え
る
な
ら

ば
、
奴
僕
隷
腐
の
根
接
は
、
「
佃
僕
」
と
「
佃
戸
」
の
相
違
鮎
、
卸
ち
、
各
種

労
役
の
永
代
的
負
俗
、
こ
の
労
働
力
の
確
保
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ

の
段
階
で
の
奴
僕
の
属
性
は
直
接
生
産
労
働
形
態
の
み
か
ら
で
は
「
佃
戸
」
と

の
差
が
陵
昧
に
な
り
決
定
で
き
ず
、

多
種
多
様
な
地
主
の
た
め
の
品
目
役
内
容
を

も
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
際
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
重
田
設
が

示
唆
す
る
よ
う
に
、
奴
僕
の
「
経
営
ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て
の
意
義
で
あ
る
。
小

山
氏
が
土
地
所
有
の
二
分
類
の
際
、
「
授
田
額
」
の
一
般
の
義
男
婦
(
定
着
奴

隷
)
と
同
械
に
第
二
類
型
の
典
型
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
『
江
山
蘇
志
』
所
載
の

「伏
徐
」
は
、
佃
戸
の
中
に
配
置
さ
れ
た
佃
戸
管
理
(
看
守
)
の
奴
僕
と
讃
み

取
れ
、
家
僕
の
中
か
ら
鐸
ぶ
か
、
ま
た
は
外
郷
の
車
丁
で
、
婚
配
と
い
う
家
主

の
恩
恵
と
交
換
に
忠
読
さ
を
求
め
ら
れ
た
奴
僕
を
笛
て
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
「
授
田
額
」
の
百
畝
ご
と
の
「
僕
」
或
い
は
三
百
畝
ご
と
に
選
び
出
さ
れ

た
「
紀
綱
の
僕
L

に
相
賞
す
る
佃
戸
管
理
者
と
解
穫
す
べ
き
で
あ
り
、
佃
戸
と

同
列
に
並
ぶ
直
接
生
産
者
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
佃
戸
的
奴
僕
が
、

生
産
手
段
を
授
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
立
再
生
産
の
賞
現
を
目
指
す
道
を

-128ー
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歩
み
、
家
主
地
主
層
と
は
封
抗
的
に
奴
僕
身
分
の
貫
質
を
動
揺
さ
せ
(
例
え
ば

地
代
以
外
の
努
役
負
携
を
軽
減
さ
せ
る
〉
て
行
く
の
に
射
し
て
、
こ
の
奴
僕
は

家
主
居
の
経
営
支
配
機
構
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
過
程
で
、
家
主
層
か
ら

見
れ
ば
、
前
者
の
奴
僕
は
後
者
の
奴
僕
を
選
揮
す
る
た
め
の
殻
備
軍
と
な
り
、

後
者
の
奴
僕
は
家
主
暦
に
密
着
す
る
故
に
一
一
層
奴
僕
身
分
と
い
う
形
式
に
固
執

し
た
支
配
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
と
激
怨
さ
れ
る
。

清
代
に
お
け
る
奴
僕
の
研

究
は
乏
し
い
が
、
い
く
つ
か
の
所
裁
に
現
わ
れ
た
奴
僕
は
、
直
接
生
産
者
と
し

て
の
性
格
は
希
薄
で
あ
る
。
こ
の
奴
僕
は
法
身
分
的
に
は
明
代
と
同
様
の
扱
い

を
受
け
、

清
代
に
突
如
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
明
代
か
ら
の
愛
展

形
態
と
考
え
ら
れ
る
。
家
主
層
の
奴
僕
支
配
の
根
接
を
、
直
接
生
産
以
外
の
労

働
内
容
を
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
す
れ
ば
、
清
代
の
奴
僕
制
へ
の
展
望
を
も
切

り
開
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

明
清
時
代
の
奴
僕
に
つ
い
て
、
家
父
長
制
的
奴
隷
あ
る
い
は
、
封
建
的
農
奴

と
い
っ
た
歴
史
的
範
鴎
規
定
を
行
う
以
前
に
、
奴
僕
存
在
の
歴
史
的
要
因
を
究

明
す
る
た
め
に
も
、
奴
僕
の
多
様
な
労
働
形
態
お
よ
び
存
在
形
態
を
網
羅
的
に

検
護
し
、

属
性
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
か
あ
る
と
考
え
る
。

一
面
を
以
っ
て

こ
れ
が
中
核
だ
と
す
る
論
法
は
、
誤
ま
っ
た
結
論
を
導
く
危
険
性
が
あ
る
。

口
自
立
軍
純
再
生
産
可
能
な
奴
僕
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
。
小
山
氏
は
明

初
か
ら
清
初
の
史
料
を
一
中
面
的
に
並
べ
、
明
末
清
初
期
の
一
史
料
を
以
っ
て
明

一
代
の
奴
僕
の
歴
史
的
規
定
枕
さ
れ
、
奴
僕
身
分
の
「
動
揺
と
解
僅
」
の
目
六
種

的
内
容
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
安
野
・
奥
崎
雨
氏
は
明
末
清
初
期
に
袋
化
を

見
出
さ
れ
る
が
、
抽
象
的
で
あ
る
。

小
山
氏
の
引
用
史
料
の
み
に
録
っ
て
も
、

家
主
が
多
数
の
奴
僕
を
使
用
す
る

場
合
、
家
主
の
指
令
を
末
端
に
ま
で
撤
底
さ
せ
る
こ
と
が
一
大
傑
件
で
あ
っ

向
。
と
こ
ろ
が
、
明
後
期
に
至
る
と
、
「
奴
僕
に
善
良
な
者
が
な
く
な
同
」
こ

の
係
件
の
賓
現
に
は
、
奴
僕
へ
の
十
分
な
「
恩
養
」
が
一
一
層
不
可
紋
と
な
っ
て

@
 

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
前
半
期
に
、

家
主
が
多
般
の
奴
僕
を
率
い
て
従
順
に

農
業
努
働
を
行
わ
せ
る
状
況
と
、
家
主
自
身
が
直
接
生
産
労
働
よ
り
遊
離
す
る

傾
向
に
あ
る
明
末
清
初
期
に
張
履
鮮
が
直
面
し
た
欣
況
と
で
は
家
主
の
支
配
権

の
施
行
方
法
に
お
い
て
も
、

家
人
の
服
従
形
態
に
お
い
て
も
、
事
情
が
異
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
張
股
鮮
の
「
授
回
額
」
は
、
奴
僕
の
支
配

・
服
役
欣
況
の
礎

化
へ
の
家
主
層
の
封
態
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
解
線
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

@
 

ま
た
小
山
氏
は
、
屡
々
批
判
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
前
稿
に
お
い
て
、
明
末

清
初
の
段
階
で
主
家
の
給
養
な
く
し
て
は
再
生
産
不
可
能
で
あ
る
と
位
置
付
け

た
佃
戸
H
H
奴
僕
が
、
同
時
期
の
抗
租
運
動
の
分
析
を
通
じ
て
地
主
へ
の
依
存
か

ら
脱
却
し
、
自
立
単
純
再
生
産
可
能
な
経
営
主
僅
と
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
た

@
 

が
、
そ
の
百
六
穏
的
な
形
成
過
程
の
論
者
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
と
同
様
の

批
判
が
新
稿
に
も
嘗
て
は
ま
り
、
奴
僕
は
明
末
清
初
の
段
階
で
自
立
再
生
産
不

可
能
で
あ
り
、
地
主
へ
の
隷
属
が
総
拙
制
さ
れ
る
と
し
な
が
ら
、
清
代
初
期
、
奴

僕
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
主
家
の
給
養
を
受
け
な
い
直
接
生
産
者
の
存
在
を
指

摘
さ
れ
、
こ
れ
は
奴
僕
身
分
を
よ
り
狭
く
限
定
し
よ
う
と
す
る
奴
稗
律
の
愛
化

@
 

に
反
映
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
る
の
み
で
、
奴
僕
が
如
何
に
し
て
自
立
再
生
産
可

能
の
契
機
を
得
、
給
養
を
受
け
な
く
な
る
の
か
と
い
う
黙
は
全
く
言
及
さ
れ
な

、ν
た
だ
、
こ
こ
で
「
授
回
額
」
の
記
事
を
、
森
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
奴

僕
の
自
立
再
生
産
可
能
な
佃
戸
的
形
態
へ
の
移
行
を
目
指
す
も
の
と
解
恕
す
れ

ば
、
奴
僕
が
こ
の
頃
に
自
立
再
生
産
可
能
の
契
機
を
輿
え
ら
れ
、
ま
た
は
獲
得

し
た
、
と
い
う
見
方
が
可
能
と
な
り
、
給
措
債
を
受
け
な
い
奴
僕
出
現
の
過
程
を

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
記
事
は
試
案
で
あ
り
決
定
的
な
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論
一
践
に
は
で
き
ず
、
ま
た
、
こ
の
過
程
は
多
く
の
コ

l
ス
の
う
ち
の

一
つ
で
あ

り
こ
れ
が
全
て
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

明
末
清
初
期
に
「
奴
鎚
」
が
起
さ
れ
、
奴
僕
身
分
が
「
動
指
と
解
鰻
」
し
つ

つ
あ
る
こ
と
は
多
く
の
論
者
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
明
代
的
奴
僕
か
ら

荷
代
的
奴
僕
へ
の
歴
史
的
銭
遜
、
及
び
形
成
過
程
を
究
明
し
て
こ
そ
、
こ
の
論

貼
の
歴
史
的
意
味
を
岡
県
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

明
清
時
代
の
奴
僕
の
歴
史
的
存
在
意
義
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
個
別
史
料

を
卒
面
的
に
並
ベ
ず
、
反
映
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
鎚
化
を
把
握
し
、
立
徳
的
に

組
み
立
て
、
奴
僕
の
明
か
ら
清
へ
の
成
長
設
展
の
過
程
を
た
ど
る
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

国
「
奴
幾
」
の
解
線
に
つ
い
て
。
現
在
で
は
佐
伯
・
田
中
設
が
定
説
化
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
論
貼
は
、
「
豪
奴
」
は
「
本
来
的
奴
後
」
に
参
加

せ
ず
奴
嬰
は
よ
り
自
立
的
な
佃
戸

・
備
工
麿
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
こ
と
に
要
約

で
き
る
。
し
か
し
嘗
時
の
研
究
段
階
で
は
、
明
一
代
の
奴
僕
の
多
様
な
存
在
形

態
の
目
六
億
像
お
よ
び
鎚
遜
過
程
、
ま
た
は
奴
裂
の
個
別
事
例
の
究
明
が
ま
だ
十

分
に
は
行
わ
れ
て
い
ず
、
奴
獲
の
起
さ
る
べ
き
歴
史
的
必
然
性
や
、
奴
袋
の
、

奴
僕
白
鶴
の
歴
史
的
段
階
に
お
け
る
位
置
付
け
が
質
設
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
か
ら
、
こ
の
雨
訟
は
一
つ
の
見
通
し
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

豪
奴
が

「本
来
的
奴
嬰
」

H
奴
僕
身
分
廃
棄
の
要
求
を
か
か
げ
る
奴
獲
に
参

加
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
貼
に
つ
い
て
、
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
併
衣

凌
氏
の
成
果
に
擦
っ
て
、
奴
獲
の
現
象
函
を
検
討
し
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
、

太
倉
沙
渓
鋲
で
の
奴
獲
で
は
主
人
と
の
間
が
う
ま
く
行
き
、
思
を
受
け
る
こ
と

@
 

厚
き
奴
僕
や
そ
の
妻
子
ま
で
参
加
し
、
光
山
・
固
始

・
商
減
豚

一
帯
の
場
合
、

@
 

撃
勢
を
笠
に
着
ょ
う
と
し
た
「
投
献
の
僕
」
も
参
釧
し
て
い
た
。
試
の
他
、
上

海
・
嘉
定
・
昆
山

・
金
壇
等
の
揚
子
江
デ
ル
タ
地
帯
、
安
徽
の
彩
勝
、
湖
北
の

臓
一
胸
、
廃
東
の
珠
江
流
一
胸
、
等
の
地
減
で
も
参
加
者
は
想
闘
の
数
に
上
り
、
殆

ん
ど
全
部
の
奴
僕
が
「
索
契
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
る
奴
獲
に
加
わ
っ
て

い
た
。
し
か
も
そ
の
際
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
太
倉
烏
飽
曾
の
顧
信
卿
は

「
役

@
 

所
の
ゴ
ロ
ツ
キ
、
且
つ
堕
の
閤
商
人
」
、
安
徽
の
宋
乞
は
「
裁
剣
干
渉
を
こ
と

@

@
 

と
す
る
賠
奴
」
、
腕
城
の
方
縫
華
は
「
無
頼
の
頭
目
(
か
し
ら
ど
で
あ
っ
た
。

彼
等
は
家
外
と
の
交
渉
を
行
っ
て
お
り
、
暴
動
の
際
に
は
貧
小
民
を
脅
従
さ
せ

た
。
奴
獲
に
現
わ
れ
た
結
枇
の
よ
う
な
組
織
性
や
、
リ
ー
ダ
ー
格
の
奴
僕
の
指

導
性
に
着
目
す
れ
ば
、
彼
ら
が
箪
に
家
内
奴
隷
ゃ
、
直
接
生
産
労
働
に
の
み
従

事
し
、
家
主
の
家
父
長
制
的
規
制
下
に
隷
属
し
、
自
立
再
生
産
さ
え
不
可
能
な

ほ
ど
搾
取
を
受
け
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
彼
ら
が
暴
動
以
前
に

は
、
日
常
的
に
家
主
の
権
威
を
笠
に
着
て
貧
小
民
を
脅
か
し
て
い
た
閥
係
を
、

そ
の
ま
ま
奴
撲
に
持
ち
込
み
、
組
織

・
脅
従
し
た
、
と
見
た
方
が
安
笛
で
あ
ろ

う
。
侍
衣
凌
氏
は
「
奴
僕
は
・

・
・
佃
戸
に
比
し
て
市
場
と
の
関
連
が
密
接
で
視

野
が
蹟
く
云
云
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

こ
の
記
述
は
具
健
性
に
は
飲
け
る
が
示
唆

を
奥
え
る
。
奴
僕
が
結
位
に
加
入
し
た
り
、
組
織
し
た
り
す
る
こ
と
自
慢
、
奴

僕
が
家
外
に
目
を
向
け
る
と
い
う
貼
で
税
野
の
厳
が
り
は
必
要
で
あ
る
。
同
時

に
、
こ
の
こ
と
は
、
家
主
と
の
支
配
隷
属
闘
係
が
か
な
り
弛
緩
す
る
こ
と
が
前

提
と
な
る
。
逆
に
、
そ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
り
得
た
奴
僕
は
、
家
主
に
附
隠

し
、
或
い
は
代
理
と
し
て
劉
外
交
渉
を
行
う
「
豪
奴
」
的
存
在
に
ほ
か
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
見
方
が
可
能
に
な
れ
ば
、
今
ま
で
の
定
説
と
は
全
く
逆
に
、
奴

援
と
は
家
奴
が
、
日
常
的
な
郷
村
へ
の
支
配
性
を
背
景
に
、
貧
小
民
を
組
織
・

指
導
し
、
身
分
的
束
縛
を
破
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
寅
績
を
自
分
自
身
の
も
の
と

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
闘
い
、
一
面
で
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
貧
小
民
の
共
感
を
得

て
参
加
を
促
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
般
的
に
貧
小
民
の
虐
使
へ
の
批
剣
が
生
れ
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つ
つ
あ
る
情
勢
と
相
侠
っ
て
、
貧
小
民
の
地
位
上
昇
の
契
機
を
作
る
働
き
を
し

た
、
邸
ち
、
「
豪
奴
」
こ
そ
が
「
本
来
的
奴
愛
」
の
起
爆
剤
と
な
っ
た
と
さ
え

言
え
、
叉
奴
獲
に
お
け
る
複
雑
性
も
整
合
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で

あ
る
。と

こ
ろ
で
、
豪
奴
的
存
在
が
、
奴
僕
身
分
を
脱
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
自
身
の

存
立
基
盤
を
喪
失
す
る
こ
と
で
あ
る
。
奴
獲
が
鎮
座
さ
れ
て
再
び
主
僕
の
分
が

定
ま
っ
た
の
は
、
銀
座
側
の
官
楢
や
、
よ
り
自
立
的
な
郷
民
(
自
衛
圏
を
結
成

@
 

し
た
)
の
力
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
反
飢
者
側
が
、
銀
座
係
件
に
服
し
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
傑
件
と
は
、
例
え
ば
奴
僕
身
分
に
な
い
佃
戸
・
傭
工
等
の
康

役
を
止
め
よ
う
と
す
る
こ
と
、
奴
僕
の
成
立
契
機
を
「
勅
賜
・
陣
獲
(
戦
争
捕

虜
)
・
家
生
(
奴
僕
の
子
孫

γ
債
貿
(
人
身
質
買
)
」
に
限
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
奴
僕
身
分
は
存
舗
網
し
家
主
・
奴
僕
と
も
、
存
立
基
盤
を
維
持
す
る
こ

と
を
志
向
し
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
が
明
か
ら
清
へ
と
歴
史
が
動
く
方
向
と
言

え
よ
う
。
清
代
に
入
っ
て
奴
僕
身
分
も
存
績
し
、
爆
後
的
な
奴
愛
が
起
ら
な
い

こ
と
が
こ
れ
を
裏
づ
け
る
。

更
に
、
奴
僕
身
分
の
廃
棄
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
み
を
取
り
上
げ
て
み
れ
ば
、
こ

れ
が
「
皇
帝
が
代
っ
た
の
だ
か
ら
」
と
い
う
言
葉
と
同
時
に
唱
え
ら
れ
て
い
る

@
 

よ
う
に
、
一
面
で
は
こ
と
に
明
末
時伺初
の
政
治
的
支
配
の
弛
緩
が
生
み
出
し
た

特
例
的
な
現
象
と
も
考
え
ら
れ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
階
級
性
を
強
調
す
る
こ
と
に

は
や
や
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
藤
井
氏
の
先
駆
的
指
摘
に
あ
る
よ
う

に
、
個
々
の
奴
僕
が
家
主
の
意
に
服
従
し
な
か
っ
た
り
、
@
「
資
金
を
持
ち
逃
げ

し
、
帳
簿
を
ご
ま
か
し
、
庖
に
火
を
つ
け
て
逃
げ
る
L

等
の
、
よ
り
日
常
的
な

奴
僕
層
の
家
主
へ
の
抵
抗
の
積
み
重
ね
も
ま
た
、
奴
僕
身
分
の
一
般
的
地
位
上

昇
を
生
み
出
し
、
奴
僕
身
分
に
な
い
貧
小
民
の
酷
使
を
地
主
層
に
抑
制
さ
せ
る

気
運
を
つ
く
る
こ
と
に
力
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
仁
井
田
氏
の
提
起
以
来
受
け
絡
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
句
、
奴
獲
時
に

お
け
る
奴
僕
と
佃
戸
層
と
の
結
合
を
、
共
通
し
た
階
級
性
に
基
く
連
幣
と
し
て

強
調
す
る
こ
と
は
、
事
賞
関
係
か
ら
見
て
疑
問
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ

れ
は
「
奴
僕
」
の
身
分
制
そ
の
も
の
の
存
在
意
義
を
見
失
わ
せ
る
危
険
を
持
つ

見
方
と
も
考
え
ら
れ
、
む
し
ろ
爾
者
を
「
奴
僕
身
分
」
に
あ
る
か
否
か
の
黙

で
、
明
確
に
医
別
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

奴
獲
の
問
題
の
解
明
に
は
、
個
別
的
具
燈
的
な
暴
動
事
例
の
検
設
は
勿
論
必

要
で
あ
る
が
、
奴
獲
に
至
る
歴
史
的
前
提
篠
件
を
こ
そ
究
明
し
、
明
か
ら
清
へ

の
歴
史
的
移
行
に
お
い
て
構
造
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
要
す
る
に
、
奴
僕
を
明
補
佐
倉
経
済
構
造
の
中
に
位
置
付
け
る
た
め
に

は
、
ま
だ
賞
霊
的
成
果
が
十
分
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
先
入
観
や
固
定
的
歴

史
観
に
囚
わ
れ
ず
、
原
貼
に
錫
っ
て
、
奴
僕
の
質
存
形
態
・
歴
史
的
形
成
過
程

を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
奴
僕
の
存
在
は
、
郷
紳
制
・
地

主
H
佃
戸
制
、
農
業
・
商
業
経
営
方
法
、
官
僚
制
等
と
関
わ
り
、
明
清
枇
曾
経

済
構
造
を
理
解
す
る
た
め
に
も
不
可
鉄
な
作
業
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

諸
先
撃
の
貴
重
な
成
果
を
私
自
身
の
関
心
に
基
き
整
理
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
一
面
的
理
解
や
誤
解
の
多
い
こ
と
を
お
詫
び
し
、
お
許
し
願
い
た
い
。
な

お
私
の
提
起
し
た
い
く
つ
か
の
論
貼
は
、
後
日
機
曾
が
あ
れ
ば
賓
登
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

註①

一

九

五

O
年
以
前
の
研
究
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
梁
啓
超
「
中
園
奴

隷
制
度
し
(
『
清
華
開
学
報
』
一
一
|
二
、
一
九
二
五
、
「
中
園
文
化
史
」
《
枇
帝
国

組
織
》
第
六
章
、
階
級
下
、
に
再
録
)
陳
守
寒
「
明
清
之
際
史
料
l
奴

嬰
」
(
『
園
皐
月
報
』
一
一
|
三
、
一
九
二
七
〉
謝
園
禎
「
明
季
奴
出
現
考
」
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(
『
清
華
間
半
報
』
八

i
て
一
九
一
二
二
)
加
藤
繁
「
支
那
の
吐
曾
」
(
「
岩
波

講
座
東
尚
忠
勝
第
一
容
』
『
九
三
四
、
同
書
五
二
J
五
三
頁
)
中
山
八
郎

「
晩
明
の
奴
禍
奴
嬰
」
(『
歴
史
教
育
』
一

oー
一
て
十
九
一
二
六
)
蒋
端

珍

「明
清
之
際
英
中
的
奴
綾
」
(
『
江
蘇
研
究
』

一
一
ー
ー
二

.
↓
九
一
一
一
六
)

奥
景
賢
「
明
清
之
際
徽
州
奴
愛
考
」
(
『
間
半
風
』
七
五
、
一
九
三
七
〉
仁

‘
井
田
陸
『
支
那
身
分
法
史
』
第
八
ヰ
モ
第
二
節
(
一
九
四
二
、
同
書
八
九

一一
j
t

八
九
三
頁
〉
佐
野
翠
『
清
朝
枇
曾
史
』
第
二
部
、
祉
曲
目
階
級
、
第
一
-一

輯
、
奴
殺
と
賎
民
(
文
求
堂
、
一
九
四
七
、
同
書
五
四
J
一
O
O頁
)
侍

衣
凌

「伴
嘗
小
考
」
(
『
枇
倉
科
事
』
一
一
一l
一
・
二
、
一
九
四
七
)
「
明
季

奴
嬰
史
料
拾
補
」
(
『
協
大
翠
報
』
一
、
一
九
四
九
)

②

以

下
「
小
山
前
稿
」
と
略
記
。

③
賎
民
解
放
令
に
闘
し
て
、
寺
田
隆
信
「
薙
正
帝
の
賎
民
解
放
令
に
つ

い

て
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
一
八
|
三
、
一
九
五
九
、
一
二
)
が
あ
る
。

④
侍
衣
凌
「
明
代
徽
州
圧
僕
文
約
幌
存
」
(
『
文
物
』

一
九
六
O
l二、

『明
清
農
村
祉
曾
経
瀦
』
に
「
明
代
徽
州
圧
僕
制
度
之
側
面
的
研
究
|
明

代
徽
州
庄
僕
文
約
輯
存
」
と
し
て
再
録
〉
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

⑤

侍
衣
凌
「
明
末
南
方
的
。
佃
幾
ヘ
。
奴
幾
多」

(
『
歴
史
研
究
』
一
九
七
五

-
五
〉
に
お
い
て
、
新
た
に
金
壇
で
の
奴
鎚
に
閥
す
る
史
料
を
紹
介
さ
れ

た
が
、
論
旨
は
前
稿
「
明
清
之
際
的
。
奴
愛
。
和
佃
農
解
放
運
動
」
と
同

様
で
あ
る
。

⑤
以
下
「
小
山
新
稿
」
と
略
記
。

⑦
こ
の
ほ
か
、
奴
僕
に
言
及
し
た
主
な
研
究
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
仁

井
田
殴

「中
園
吐
曾
の
『
封
建
』
と
フ
ュ

l
ダ
リ
ズ
ム
」
(
『
東
洋
文
化
』

五
、
一
九
五
二
、
五
、
『
中
園
法
制
史
研
究
』
奴
隷
農
奴
法
に
再
録
。
同

書
九
七

l
一
一
九
頁
〉

鈴
木
正
「
明
代
家
丁
考
」
(
『
史
観
』

一
一
一
七
、
一
九

五
二
、
六
)
宮
崎
市
定
「
明
代
蘇
松
地
方
の
士
大
夫
と
民
衆
明
代
史
素

描
の
試
み
|
L
(
『
史
林
』

一一
一
七
|
三
、
一
九
五
回
、
六
、
『
ア
ジ
ア
史
研

究
』
第
四
に
再
録
。
同
書
三
四

O
J三
四
四
、
三
五
四
ト
三
五
五
頁
)

l

陳

恒
力
『
補
殺
害
研
究
』

上
編
、

第
一一一
章
、
農
業
生
産
力
輿
生
産
関
係

(中

華
書
局
、
一
九
五
八
、
四
、
向
者
五
二
J
七
七
頁
〉
程
夢
徐
「
宋
七
輿
徽

州
奴
鑓
」
ハ
『
安
徽
日
報
』
一
九
五
八
、
五
、
二
五
〉
呉
恰
「
明
代
的
奴
隷

和
奴
幾
」
(
『
灯
下
集
』
一
九
六

O
)
酒
井
忠
夫
『
中
園
善
書
の
研
究
』
第

二
章
、
明
末
の
枇
舎
と
議
口
書
、
三
、
郷
紳
と
明
末
の
枇
曾

(
一
九
六

O
、

八
、
同
書
九
四
J
一
一
一
一
七
頁
〉
仁
井
田
陸
「
明
末
徽
州
の
庄
僕
制
|
と
く

に
そ
の
努
役
婚
に
つ
い
て
」
〈
『
和
田
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』
一
九

六
二
、
二
、

『
中
園
法
制
史
研
究
』
奴
殺
農
奴
法
に
再
録
)
金
易
占
「
従

明
末
江
南
『
奴
愛
』
事
件
談
到
明
代
表
奴
」

(『光
明
日
報
』

一
九
六
一
二
、

一O
、
九
)

③

宮

崎

市
定
「
清
代
の
膏
吏
と
幕
友
l
特
に
漉
正
朝
を
中
心
と
し
て
」

(『
東
洋
史
研
究
』

一
六
|
四
、
一
九
五
八
、
三
、
『
ア
ジ
ア
史
論
考
』
下

容
に
再
録
〉
佐
伯
富
「
清
代
に
お
け
る
坐
省
家
人
」
(
『
田
村
博
士
頒
誇
東

洋
史
論
叢
』
一
九
六
八
、
五
)
「
清
代
新
砲
に
お
け
る
玉
石
問
題
」
(
『
史

林
』
五
一
二
|
五
、

一
九
七

O
、
九
、

共
に
『
中
園
史
研
究
』
第
二
に
再

録
)
ほ
か
に
言
及
し
た
も
の
に
佐
々
木
正
哉
「
清
代
官
僚
の
貨
殖
」
(
『
史

事
雑
誌
』
六
三

l
二
、
一
九
五
四
、
二
)
田
中
克
巳
「
清
初
の
奴
隷
」

(
『
帝
塚
山
間
宇
院
大
田
学
短
期
大
皐
研
究
年
報
』
四
、
一
九
五
六
、
一
一
〉
が

あ
る
。
郷
紳
制
と
の
関
連
で
は
西
村
元
照
「
清
初
の
包
撹
|
私
徴
僅
制
の

確
立
、
解
禁
か
ら
請
負
徴
税
へ
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
一
五

l
=
一
、
一
九

七
六
、
一
二
、
同
書
二
ニ
九
・
一
四
六
・
一
五
四
頁
)
が
あ
る
。

⑨
王
褒
「
憧
盤
」
に

-132ー



641 

奴
従
百
役
、
使
不
得
有
二
言
。

司
馬
光
『
深
水
家
儀
』
に

省
萱
内
外
僕
妾
、
惟
主
人
之
命
、
各
従
其
事
、
以
供
百
役
。

と
あ
り
、
明
清
時
代
の
家
訓
類
に
屡
々
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
侍
衣
凌

氏
が
紹
介
さ
れ
た
奴
僕
婚
姻
文
書
で
は
「
態
供
一
切
大
小
役
使
」
等
の
語

句
を
以
っ
て
誓
約
が
行
わ
れ
て
い
る
。

⑪
た
と
え
ば
劉
三
五
ロ
『
指
務
劉
先
生
文
集
』
傘
下
、
「
滞
江
義
門
魔
士
王

大
素
素
墓
肝
表
」
に

子
姪
偉
奴
二
千
絵
指
、
分
職
任
事
、
威
獲
其
用
。

⑫
「
小
山
前
稿
」
(
五

l
一
O
頁
〉
、
「
小
山
新
稿
」
(
八

0
・
八
四
J
八
五

頁〉。

⑬
た
と
え
ば
『
康
照
崇
明
豚
志
』
容
四
賦
役
、
回
制
「
頑
佃
歴
叛
」
に

内
地
佃
戸
、
輿
僕
加
熱
異
。

ま
た
同
書
名
六
風
物
志
、
習
俗
に

佃
戸
例
稽
佃
僕
、
江
南
各
腐
比
自
然
。

「
小
山
前
稿
」
(
一
五

t
一
八
頁
)

張
履
鮮
『
楊
園
先
生
全
集
』
各

一九、

議
「
授
田
額
」
に

義
男
婦
也、

問料見
、
近
俗
僕
殺
都
無
善
良
、
而
主
人
養
之
、
深
以

震
病
、
叉
勢
不
能
不
草
食
。
因
倣
公
私
因
遺
意
、
酌
岳
地
恒
制
、
奥
向

有
是
志
者
、
試
行
之
。

一
夫
一
婦
、
授
回
三
畝
・
地
二
畝
、
以
給
衣
食
。
賦
役
、
主
人
魚
之

任
、
不
奪
農
時
。
代
耕
主
人
耕
回
二
畝
・
地
一
畝
〈
任
他
役
使
者

亮
〉
。
其
紀
綱
僕
倍
之
、
或
再
倍
之
〈
不
代
耕
〉
。
六
十
以
上
錫
回
、

衣
食
於
主
人
。
不
願
節
目
者
慰
〈
白
衣
食
〉
。
願
去
者
襲
。
其
子
女

服
役
者
、
五
故
以
上

一
畝、

十
歳
以
上
二
畝
、
十
五
故
以
上
三
畝

⑮ ⑬⑭  

〈
回
二
畝
・
地
一
畝
〉
、
二
十
歳
以
上
、
及
未
及
二
十
有
萎
者
五
畝

〈
回
三
畝
・
地
二
畝
〉
。
不
願
服
役
者
聴
。
毎
回
百
畝
、
僕
二
人
、

三
百
畝
、
紀
綱
僕

一人、

揮
其
謹
慰
者
、
推
誠
待
之
、
去
其
智
詐
者

興
惰
務
者
。
〈
特
就
五
回
郷
之
産
、

而
観
酌
英
数
如
此。

若
郷
土
不
問
、

未
可
以
例
論
〉
。
〈
〉
内
は
割
註
。

⑮
た
と
え
ば
、
陵
深
『
綴
山
文
集
』
各
八

一
、
「
勅
封
文
林
郎
翰
林
院
編

修
先
考
竹
披
府
君
行
賞
」
に
、

府
君
姓
陸
氏、

誇
卒
、
字
以
和
、
別
扱
竹
技
。
松
江
上
海
人
也
。
・
:

:
・
鶏
初
鳴
卸
起
、
率
家
人
事
生
産
、
滅
獲
以
数
百
指
、
皆
循
循
然
石

田
畝
問
。

⑫
案
額
『
案
氏
家
訓
叢
垂
直
』
容
二
、
「
治
家
信
胴
」
に
、

如
不
能
親
耕
、
則
畜
僕
代
耕
、
亦
可
以
動
脱
出
稼
初
。
須
州
山
其
餓
寒
、

時
其
作
息
。
転
帽
特
有
時
、
糞
墾
有
節
、
宜

二

訴
解
而
指
示
之
。
非

時
之
風
雨
、
皆
宜
数
之
回
避
。
臥
宿
去
施
、
亦
宜
貼
検
、
勿
令
隙
風

磁
調
鵬
侵
其
肌
府
。
疾
病
則
撫
腔
之
、
死
亡
則
厚
胸
之
。

⑬
重
田
「
前
掲
論
文
」
(
一
二
六
九
頁
)
。

⑬
張
英
『
恒
産
潰
言
』
に
、

吾
既
言
産
之
断
不
可
務。

:
-
欲
鉱
山'沼産
、
嘗
思
保
産
。
欲
保
産
、

省
使
謹
地
利。

霊
地
利
之
道
有
二
。

一
在
揮
佃
、一

在
輿
水
利
。
良

回
不
如
良
佃
、
此
最
確
論
。
:
:
:
且
良
佃
所
居
、

則
屋
字
整
湾
、
場

園
茂
感
、
樹
木
慾
穆
。
此
皆
主
人
憧
僕
力
之
所
不
能
、
而
良
佃
白

骨
刷
。
劣
佃
則
件
件
反
是
。
此
探
荘
佃
、
気
第
一
可
決
務
也
。

②

ハ
「
綬
回
額
」
の
記
事
に
作
成
年
代
の
記
載
は
な
い
が
、
張
履
鮮
が
農
業

経
営
に
闘
す
る
著
作
を
行
っ
た
の
以
順
治
年
間
{
「張
楊
園
先
生
年
譜
」
、

古
島
和
維

「補
農
警
の
成
立
と
そ
の
地
盤
L

〈
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
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三
』
、
一
九
五
二
、
六
、
陳
恒
力
『
補
幾
書
研
究
』
(
前
掲
〉
〕
で
、
康
照

十
三
年
に
間
伐
し
た
。
張
英
は
『
恒
産
現
言
』
を
出
版
照
三
十
J
一
一
一
十
一
年
に

作
成
し
た

〔
中
山
美
絡
「
恒
産
現
言
』
に
つ
い
て
」
(
『東
洋
間
半
報
』
五
七

1

一
・
二
、
一
九
七
六
、
て
同
書
一
八
一
頁
、
註
(
お
)
〕
。

⑫
森
正
夫
「
明
末
清
初
の
奴
僕
の
地
位
に
闘
す
る
究
書
」
(
前
掲
、
同
書

一二
頁)。

②
『
同
治
江
山
勝
志
』
省
一
興
地
志
四
、
「
風
俗
」
に
、

回
畝
何
人
種
槌
、
成
熟
分
牧
、
郎
佃
戸
也
。
別
有
一
種
臼
伏
除
。
多

自
家
僕
、
令
其
居
住
省
守
、
或
外
郎
車
丁
、
以
圧
屋
随
之
、
給
以

偶
、
有
子
孫
則
世
服
役
、
如
奴
隷
。
・
(
在
浩
士
山
〉

③
「
小
山
新
稿
」
(
一
一

O
頁〉。

@
た
と
え
ば
、
聞
珪
『
閲
荘
総
公
集
』

谷

一
O
、
「
明
故
旋
義
七
品
散
官

郎
君
墓
表
」
に
、

脈
血
争
魚
市
内
石
長
、
賦
税
公
卒
、
民
多
徳
之
。
:
・
御
家
衆
数
千
指
、

底
分
得
宜
、
大
小
各
執
其
事
、
無
敢
素
越
。

③
前
註
⑮
参
照
。

③
張
履
鮮
『
楊
図
先
生
全
集
』
各
三
一
一
、
「
見
開
銀
」
に
、

陳
乾
初
〈
名
確
〉
、
有
耕
回
之
僕
死
、
笑
之
甚
哀
、
食
不
重
味
、
奥

人
言
及
郎
涙
下
。
・
・
:
嘗
著
僕
説
子
、
其
詞
目
、
家
僕
謂
之
義
男
、

即
有
父
子
之
義
。
:
:
:
男
耕
女
織
、
自
其
職
分
。
而
衣
食
之
計
在

我
、
国
宜
有
以
周
之
、
此
勘
忠
之
本
也
。

ま
た
『
同
窓
口
』
轡
四
八
、
「
訓
子
語
下
」
に
、

男
僕
二
十
絵
、
卸
省
矯
之
妥
妻
。
女
稗
近
二
十
、
郎
賞
使
有
配
偶
、

或
別
嫁
之
。
非
濁
草
月
其
怨
瞬
、
亦
所
以
己
鋭
也
。

鶴
見
向
弘
・
安
野
省
三
「
一
九
五
七
年
の
歴
史
国
学
界
1

回
顧
と
展
望
l

@ 

東
洋
史
(
明
・
清
)
」
(
『
史
皐
雑
誌
』
六
七
|
五
、
一
九
五
八
、
五
)
寺

田
隆
信
「
商
品
生
産
と
地
主
制
を
め
ぐ
る
研
究
|
明
清
枇
曾
経
瀦
研
究
史

の
諸
問
題
付
」
(
『
東
洋
史
研
究
』

一
九
|
四
、
一
九
六
て
三
)
西
村
元

照
「
一
九
七
四
年
の
歴
史
皐
界
|
回
顧
と
展
望
l
東
洋
史
(
明

・
消〉」

(
『
史
事
雑
誌
』
八
四
|
五
、
一
九
七
五
、
五
〉
等
。

⑧
小
山
正
明
「
明
末
清
初
の
大
土
地
所
有
口
」
(
『
史
皐
雑
誌
』
六
七
l

て
一
九
五
八、

て

同
書
五
五
J
六
七
頁
〉
。

③

「
小
山
新
稿
」
〈

一
O
六
J
一
一
四
頁
。
)

③

侍

衣

凌

「
明
清
之
際
的
多
奴
拙
波
多
和
佃
段
解
放
運
動
」
(
前
掲
、
同
書

一
二
六
頁
〉
参
照
。

②

「
同
前
注
書
」
〈
八

O
頁
、
注
③
)
参
照
。

②
「
間
前
注
書
」
(
九
五
J
九
七
頁
)
参
照
。

③

「
同
前
注
書
」
(
九
八
J
一
O
一
一
貝
〉
参
照
。

@
「
同
前
注
書
」
(
一

O
二
J
一
O
三
頁
)
参
照
。

③

「同
前
注
書
」
(
一
九
九
J
一一一一一
頁
〉
参
照
。

@
王
家
検
『
研
堂
見
聞
雑
記
』
に
、

願
信
卿
者
、
烏
龍
曾
劇
者
也
。
震
徐
官
家
奴
。
老
而
賠
、
素
翁
街

盗
、
販
私
盤
、
行
不
法
。
烏
龍
曾
起
、
途
奉
矯
謀
主
。

前
注
③
参
照
。

前
注
@
参
照
。

王
家
禎
『
研
堂
見
開
雑
記
』
に
、

烏
龍
曾
之
劇
也
、
二
三
無
額
、
腰
斧
出
入
、
無
不
喪
飽
狂
走
、
難
犬

一
空
、
郷
人
患
之
。
名
翁
約
、
遇
一
惇
者
至
、
則
以
呼
気
抜
、
振
衣

祖
、
一
撃
、
則
彼
此
四
慮
、
頃
刻
千
百
叫
鋭
、
数
十
里
皐
達
、
各
執

白
挺
出
、
摘
朴
其
人
至
死
。
於
是
、
曾
中
不
敢
過
雷
池
一
歩
、
而
郷

-134ー
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民
勢
盛
。

お
よ
び
前
注
③
参
照
。

⑬
『
康
照
汝
寧
府
・
志
』
容
二
四
警
文
上
、
金
鎖
「
僚
議
汝
南
利
弊
十
事
」

其
一
矯
傭
工
之
僕
、
汝
俗
有
所
謂
年
限
女
婿
者
、
原
厩
纏
工
、
配
以

稗
女
、
議
有
年
限
、
矯
之
力
作
、
倹
限
満
郎
箆
鋪
宗
、
原
輿
奴
僕
不

同
。
奈
往
往
工
役
己
満
、
の
行
碍
輔
副
席
、
有
或
翠
婦
言
舗
、
轍
指
逃

僕
、
展
鱒
輿
訟
、
至
妻
子
蜜
務
、
手
然
一
身
、
而
訟
猶
不
止
。
其
情

何
堪
。
其
所
由
致
叛
者
三
也
。

其
一
矯
佃
田
之
僕
。
夫
佃
戸
領
回
総

租
、
又
奥
纏
工
不
向
。
乃
汝
俗
亦
多
得
佃
僕
、
愚
行
役
使
、
過
索
租

課
、
甚
婦
女
至
家
服
役
、
佃
戸
不
敢
不
従
者
、
且
有
佃
戸
死
亡
、
欺

其
本
家
無
人
、
途
嫁
貿
其
妻
若
子
、
併
枚
其
家
賃
、
占
以
篤
利
者

0

・
:
:
此
其
由
叛
者
四
也
。

:
・
:
若
纏
工
・
佃
戸
、
原
篤
カ
役
之
人
、

畳
間
戚
獲
之
輩
、
襲
行
凌
虐
、
大
非
人
情
。
職
以
矯
役
使
奴
僕
、
惟

有
償
買
、
一
着
心
人
、
自
仇
首
傾
心
、
願
篤
終
身
執
役
。
印
有
愚

頑
、
不
率
主
数
、
出
其
費
契
、
治
以
官
法
、
彼
自
帖
然
、
宣
復
有
喋

集
多
人
、
怒
隠
汗
法
者
哉
。

お
よ
び
前
注
⑧
参
照
。

@

侍

衣

凌

「
明
清
之
際
的
奴
。
竣
和
。

佃
農
解
放
運
動
L

一
一
一
六
J
一一一七
頁
〉
参
照
。

@
藤
井
宏
「
前
掲
論
文
」
(
八
四
頁
)
。

@
仁
井
田
陸
「
中
園
の
『
封
建
』
と
フ
ュ

l
ダ
リ
ズ
ム
」

一
O
七
l
一
O
八
頁
)
。

643 

(
前
掲
、
同
書

(
前
掲
、
同
書

女

具

館

課

語

の

研

究

清

瀬

義

三

郎

則

府

著

-〉
ω
Z身
D
町
吋

Z
H
E
R
r
S
F
2
m
g問
巾
自
色
伊
円
一
宮

i

す
で
に
、
女
真
語
解
讃
の
た
め
の
努
力
は
、
多
く
の
研
究

者
の
手
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、

今
日
、
一
定
の
成
果
を
お
さ

め
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ま
な
お
、
女
異
文
字
の
完
全
な
解

説
に
ま
で
は
い
た
っ
て
い
な
い
。

本
書
は
、
こ
う
し
た
先
人
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、

『
女
真
舘
誇
語
』
に
み
ら
れ
る
全
女
異
文
字
七
百
二
十
徐
字

を
解
譲
、
明
代
女
英
語
の
音
債
を
再
構
成
し
、
さ
ら
に
ア
ル

タ
イ
比
較
言
語
皐
的
方
法
に
基
づ
い
て
金
代
女
員
音
を
も
併

せ
て
再
構
成
、
女
同
県
語
の
文
法
構
造
を
も
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
(
口
一
緒
篤
異
・

四
葉
、
本
文
英
文
一
一
一
一
一
O
頁
、
附
六
頁
)

B
五
判
・
定
債
一
五

O
O
O国

芳
江
東

洋

巳
佐
伯
富
・
羽
田
開
国

H
F

山
田
信
夫
・
布
目
湖
沼
車

A
五
判
・
一
入
O
O国

布

目

潮

調

書

山

田

信

夫

申

B
六
判
・
一
二

O
O厨

池

田

誠

箸

A
五
判
・
二
三
O
O圃

萎

在

彦

著

B
六
判
・
一
二
O
O国

新
訂

史

入

F守

東

ジ

ア

ア

中

国

現

代

政

治

史

増
訂
朝
鮮
ー
そ
の
歴
史
と
風
土

l

京
都
市
北
区
上
賀
茂
岩
ケ
垣
内
町

電
話
戸

O
七
五
)
七
九
一

1
七
一
一
ニ
一

1
三

律

文

化

法

最土
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